
｢雄大な大地と伝統美を感じさせる駅｣ ～雪と伝統文化の融和～

※都市施設は飯山市で計画中のイメージです。

北陸新幹線 飯山駅デザイン原案

雪化粧をした美しい雄大な山並みと、伝統文化の和紙の柔らかさを感じさせるデザイン
をテーマとしています。
連続した白いルーバーと緩やかな曲線で外壁を構成し、飯山の伝統工芸品である和紙
『内山紙（うちやまがみ）』を広げた状態をイメージしています。都会では見ることのでき
ない雪山の印象的な美しさと、和紙の持つ柔らかな伝統美を表現しています。
外壁の中央部のガラス面から春の明るく暖かな陽光を取り入れると同時に内部空間や
ホームから見える景色に変化を持たせています。
また、スピード感と安定性（安全）も表現しています。




